
｜

’

｜
I

’
｜

Vol.17No.4(1996) 405

書評

電力新報社発行 山谷修作著定価1,000円

よくわかる 新しい電気料金制度

昨年7月に電気事業法が31年ぶりに改正され，12月

に施行されたが，なぜ改正が行われることになったの

かを振り返ってみる．

わが国の電気事業は，現在の10電力体制ができた昭

和26年以来，高品質，安定した電力供給とともに料金

の安定化にも努めてきた．

しかしながら，近年の急激な円高に伴い，電気料金

水準の内外価格差が拡大し，電気料金が外国と比べて

高すぎるという厳しい批判を浴びるようになった．

そしてまた，着実に増加していく電力需要に対して

供給力を確保することに伴う設備関連コストの増大や，

夏季ピーク需要の尖鋭化による負荷率の悪化が電力供

給コストを引き上げる要因となってきている．

一方，1980年代において規制緩和は世界的な潮流と

なり，わが国においても各種の規制緩和の問題が取り

上げられ，地域独占を認められていることから政府の

規制を受けている電力，ガス業界についても，公正，

簡素，透明性の原則の下に，「事業者の創意工夫を活

かし，競争原理の導入と消費者利益のために分散型電

源の活用など規制の弾力化を図る.」ことが必要であ

る，とされた．

電気事業を取りまく情勢がこのように推移する中で，

低廉な電気料金を実現し，お客さまの利益を増大する

ために，海外における電気事業の自由化事例も参考に

して，効率的な電力供給システムを構築するために電

力供給システムのあり方等を総合的に見直す事となり，

電気料金制度についてもさらなる電気料金の低廉化を

目指して見直しが行われることになった．

私のように電力会社の中にあっても研究開発にたず

さわる者にとって電気料金制度の改革について具体的

な内容が理解しにくいのが実態である．

しかし，本書は体系的にわかりやすく解説したもの
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で一般の需要家の方々を始め，電力業界人にとっても，

理解の深まる著書である．

本書の展開は，電気料金制度のみを解説したもので

はなく，制度改革に至る背景をとらえた「電気事業が

直面する経営課題」から始まり，「米国の電気事業自

由化動向」そして「新しい電気料金制度の基本的考え

方」に詳細にふれた後に，今回の「新しい電気料金制

度の仕組み」がどういうものであるかが大変わかりや

すく記述されている．

「電気事業が直面する経営課題」では，年間事故停

電時間，発電電力量1kWh当たりのSOx排出量，

NOx排出量について欧米各国との比較結果を示し，

日本の電力の品質の高さ，環境保全対策の水準の高さ

を示した上で，電気料金は円高進行により国際的に高

い水準であるとの指摘があるとしている．

このような状況下で，わが国の電気事業は安定供給

を至上命題に掲げ，電力需要の増加に対応して設備投

資に多額の資金を投入してきた結果，財務体質が悪く

なり，年負荷率の低下等が相まってきた結果，経営効

率化が必要とされてきた，としている．

そして，「新しい電気料金制度の基本的考え方」に

おいては，現行の総括原価方式が何故採用されている

かにふれた上で，インセンテイブ規制方式の主要なも

のを平易に解説し，なぜ再び総括原価方式が選ばれた

のかが述べられている．

この中で，我々電力会社に携わっている者にとって

も聞き慣れなかった「ヤードスティック方式」の機能

性が述べられ，これが適用されることによって電気事

業全体の継続的な効率化が促されることが期待されて

いる．次に「新しい電気料金制度の仕組み」において

は，新制度の大きな特徴となるヤードスティック方式

について，査定時の評価方法を数値例で示され，その

プロセスが解説されている．

最後は第五章「効率化が一層進む電力経営」となっ

ており，電力会社は経営効率化の手段としてデマンド
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サイド・マネジメント(DSM)に積極的に取り組む

ことになろう，として,｢DSMの目的と方策」につい

てわが国での実施状況を踏まえながら解説されている．

DSMは需要家宅のエネルギー診断やエアコンの直接

負荷制御の例に見られるように電力会社と需要家の接

触の機会を飛躍的に増大させるため，電力会社にとっ

て市場競争力が高まる手段であろうとしている．

新料金制度のもとでは，各電力会社は新たに「経営

効率化計画」を策定し，経営効率化を具体的な数値目

標を示す形で織り込んで毎年度公表することとされた．

著者は，電気事業審議会料金制度部会の委員を努め

ておられることもあって電力の実態も非常に良く理解

されており，部会の中間報告の結果なども踏まえて大

変わかりやすく公正に解説されていると思う．
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